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適切 有効性： 見直しの余地あり 最終評価確認者： 環境保全室長　石垣　忠

目
的

概
要

対象世帯の条件確認は、市健康福祉部が保有する高齢者実態調査票に基づいて同部と協議のうえ、判定する。

上記対象世帯の家屋及びその敷地にあって、その家人に対し、危害を及ぼす恐れがある蜂又はその巣を駆除及び
撤去することにより、被害を未然に防止することを目的とし、該当世帯における蜂等の駆除作業を行う。

２７年度

総コスト 1,651

一般財源 297 186

1,465 平均給与額×③

実績値
単位

計画値
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受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

補助対象世帯からの蜂の駆除及び蜂の巣の撤去・処分の要望に対し、処理が簡易な場所にある巣に対し
ては、市職員が対応することで、早期に被害の未然防止を図るとともに経費の削減に努めた。また、天井な
ど処理が難しいところのものに対しては委託業者が処理を行うことで、被害の未然防止と安全確保に努め
た。なお、補助対象となっていない世帯については、防護服の貸し出し（６０件）を行い、被害の防止につな
げた。

Ｂ
まずまず進んだ

現在、蜂用防護服の貸出しは、市役所本庁(森林林業室)、市役所本庁宿直室（契約管財室）、総合環境センター（環境保全室）、関支
所（地域サービス室）、の4か所で行っており、各室との連携がとれずに蜂用防護服の返却時の対応がうまく出来なかったことがあった
ため、4室の連携した体制を整える必要がある。

共通のマニュアルを作成し、蜂用防護服の貸出し・返却時の対応を行うことで他室との連携の整合性を図る。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,465
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実
績

年度計画 年度実績
委託業者駆除件数
７件
（アシナガバチ　０件、スズメバチ　６件、ミツバチ　１件）

担当室駆除件数
１５件
（アシナガバチ　５件、スズメバチ　１０件、ミツバチ　０件）

県支出金

再
掲
翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,465
事業費 297 186 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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目
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・
概
要

対象 亀山市内在住の６５歳以上の高齢者又は障害者手帳所持者のみの世帯（市内に直系２親等以内の親族がある世帯を除く）

③
指
標

施策の方向 01:地域包括ケアの推進 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 環境衛生費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 04:高齢者の多様な生活スタイルの支援 款 衛生費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 環境産業部
04014-2 害虫駆除対策費 室名 環境保全室


